


CORPORATE CITIZENSHIP ● 陸前高田ボランティア

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
取
り
組

む
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
で
は
、
社
員
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
10
月
か
ら
３
カ
月
間
に
わ
た

り
、
震
災
被
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手
県
陸
前

高
田
市
へ
グ
ル
ー
プ
社
員
合
計
約
1
2
0
人

を
５
〜
６
人
ず
つ
22
班
に
分
け
て
派
遣
し
ま

し
た
。
各
班
３
泊
４
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ニ
ー
ズ

に
基
づ
き
、
側
溝
の
泥
の
か
き
出
し
や
瓦
礫
の

撤
去
、
家
屋
の
掃
除
な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
社
で
は
現
地
で
の
調
整
役
と
安

全
管
理
の
た
め
、
社
員
の
中
か
ら
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
選
ん
で
派
遣
し
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
２
週
間
ず
つ
交
代
で
現
地
に

滞
在
し
、
到
着
し
た
各
班
の
ス
ム
ー
ズ
な
活
動

に
寄
与
し
ま
し
た
。

側溝を埋める瓦礫を取り除く

側溝掃除や瓦礫撤去
グループ社員120人派遣
陸前高田ボランティア

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

瓦礫を撤去する社員ボランティア

上／集められた瓦礫
左／工藤社長も泥のかき出

し作業に汗を流す

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

ボランティアセンター前の掲示板には、
活動する上での注意事項などが記される

2
0
1
２
年
４
月
以
降
も
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
、
引
き
続
き
被
災

地
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社会福祉法人
陸前高田市社会福祉協議会
災害ボランティアセンター

活動主任
萩原　史さん

日本郵船をはじめとする企業やNPOなどさまざまな方々
に陸前高田へボランティアに来ていただいています。
ボランティアセンター集計では、その数はのべ10万人
を超えました（2012年4月末現在）。ただ、復旧には
まだまだ遠いのも現実です。皆さまには被災地に目を
向けていただいて、どんな形でもいいので、末永い支
援をお願いします。

○陸前高田市災害ボランティアセンターとは…
東日本大震災発生後まもなく、市役所内でボランティアの受付
を開始していましたが、本格的な活動に取り組むため社会福祉
協議会に組織を移行しました。2011年3月17日には災害ボラ
ンティアセンターとして運営を開始しました。

Partner Interview

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/2  NYKplus 2012   Spring 2012   Spring NYKplus  1



Vo l.11

自動車がつくられディー
ラーに納品されるまでに
は、港湾での船積み、海
上輸送、陸揚げ、トラック
による陸上輸送など、さま
ざまな過程を経ることにな
ります。日本郵船は約
110隻の自動車船を運航
し完成車を海上輸送する
だけでなく、自動車船ター
ミナルの運営、陸上輸送、
納品前の検査・整備など
の各種サービスを提供。
これらを総称して「自動車
物流事業」と呼び、戦略
分野として特に力を入れ
ています。

自動車が整然と駐車された自動車船ターミナル

自
動
車
を

     

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
運
ぶ

モノ運び最前線 ● 自動車をプラスアルファで運ぶ

工場からディーラーまで
自動車産業の物流を
トータルサポート 自動車船と自動車を揚げ積みする専用ターミナル

2012   Spring NYKplus  34  NYKplus 2012   Spring



国
の
自
動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
輸
入
車
の
取

り
扱
い
だ
け
で
な
く
、
国
内
輸
送
の
取
り
扱
い

も
増
え
て
い
く
見
通
し
で
す
。
中
国
の
国
内
の

輸
送
モ
ー
ド
は
現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
が
圧
倒
的
に

多
い
で
す
が
、
道
路
交
通
規
制
の
強
化
に
よ
っ

て
今
後
は
船
を
利
用
し
た
沿
岸
輸
送
が
増
え

る
見
通
し
で
す
。
こ
の
た
め
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

収
容
台
数
の
拡
張
や
沿
岸
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
に
つい
て
、現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
話
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
曽
我
グ
ル
ー
プ
長
）。

イ
ン
ド
も
経
済
成
長
に
伴
い
国
内
自
動
車

販
売
台
数
が
急
増
す
る
一
方
、
輸
出
が
増
加

し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
イ
ン
ド
東
岸
カ
ト
パ
リ
港
の
自

動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
発
計
画
に
参
画
す
る
一

方
、
西
岸
で
も
ム
ン
バ
イ
港
に
代
わ
る
新
た
な

ま
す
。
従
来
の
海
運
業
の
範
囲
を
超
え
て
、

工
場
か
ら
デ
ィ
ー
ラ
ー
ま
で
の
物
流
チ
ェ
ー
ン
の

全
工
程
に
わ
た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
動
車
物

流
事
業
は
そ
の
典
型
と
言
え
ま
す
。

日
本
郵
船
の
自
動
車
物
流
事
業
の
原
点
で

あ
る
タ
イ
で
は
、
工
場
か
ら
デ
ィ
ー
ラ
ー
ま
で

の
物
流
サ
ー
ビ
ス
が
す
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
に
輸
出
の
増
加
に
対
応

し
て
、
現
在
は
そ
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
タ
イ
で
は
、
自
動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
収

容
台
数
不
足
解
消
の
た
め
の
方
策
は
す
で
に

打
って
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
確
保

が
問
題
で
す
。
ト
レ
ー
ラ
ー
の
ヘッ
ド
は
比
較

的
容
易
に
入
手
で
き
ま
す
が
、
後
部
の
シ
ャ
ー

シ（
車
台
）の
メ
ー
カ
ー
は
タ
イ
に
2
社
し
か
な

い
の
で
需
給
が
非
常
に
逼
迫
し
て
い
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
も
課
題
で
す
」（
曽
我
貴
也

自
動
車
物
流
グ
ル
ー
プ
長
）。

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
陸
上
輸
送
な
ど
海
外
で
の
物

流
事
業
は
地
域
に
よ
って
課
題
が
異
な
り
、
現

地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
協
力
し
な
が
ら
問
題
解

決
を
図
って
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
郵

船
は
長
い
歴
史
の
あ
る
タ
イ
で
す
で
に
そ
の
よ

う
な
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
タ
イ
、
欧
州
な
ど
で
の
経
験

を
生
か
し
、
経
済
発
展
に
伴
い
高
い
成
長
が
見

込
ま
れ
る
他
の
ア
ジ
ア
新
興
国
で
も
自
動
車

物
流
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

米
国
を
抜
き
世
界
最
大
の
自
動
車
販
売
市

場
に
な
っ
た
中
国
で
は
、
主
要
4
港
（
大
連
、

天
津
、
上
海
、
広
州
）の
自
動
車
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
出
資
す
る
ほ
か
、
陸
上
輸
送
、
中
国
海
運

最
大
手
コ
ス
コ
と
の
合
弁
に
よ
る
国
内
海
上
輸

送
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
中

日
系
を
含
む
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産

拠
点
と
し
て
発
展
す
る
タ
イ
。
年
間

輸
出
台
数
は
間
も
な
く
１
０
０
万
台
を
超
え

る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
伴
う

物
流
体
制
の
整
備
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
で
は
現
在
、
タ
イ
で
の
自
動
車
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
収
容
台
数
、
港
湾
ま
で
陸
上
輸

送
す
る
ト
レ
ー
ラ
ー
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

日
本
郵
船
が
タ
イ
で
自
動
車
物
流
事
業
を

開
始
し
た
の
は
１
９
９
０
年
代
後
半
。
日
本
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
タ
イ
進
出
に
合
わ
せ
て
同

国
で
自
動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸
上
輸

送
、Ｐ
Ｄ
Ｉ（Pre-D

elivery Inspection

）

と
呼
ば
れ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
納
車
す
る
前
の
点

検
・
整
備
、
荷
揚
げ
さ
れ
た
完
成
車
を
一
時

的
に
保
管
し
て
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
要
請
に
応
じ
て

配
送
す
る
物
流
セ
ン
タ
ー（
Ｖ
Ｄ
Ｃ:V

ehicle 
D

istribution Center

）
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
範

囲
を
広
げ
、ア
ジ
ア
、
欧
州
な
ど
世
界
の
主
要

自
動
車
市
場
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
の
中
期
経
営
計
画

「M
ore T

han Shipping 2013

」
で
は
“
海

運
業
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
”の
サ
ー
ビ
ス
で
付
加
価

値
を
つ
け
、
差
別
化
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

成

長

す

る

ア

ジ

ア

市

場

で

サ

ー

ビ

ス

拡

充

モノ運び最前線 ● 自動車をプラスアルファで運ぶ

ディーラーへ届ける前に入念に納車前点検（PDI）を行う
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動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
委
託
で
デ
ィ
ー
ラ
ー
に

納
車
す
る
前
の
検
査
、
洗
浄
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
取
り
付
け
、
修
理
な
ど
を
行
う
の
が
Ｐ
Ｄ

Ｉ
。
輸
入
さ
れ
た
車
を
一
時
的
に
保
管
し
、

「
必
要
な
時
」
に
「
必
要
な
量
」
を
「
必
要
な

場
所
」へ
配
送
す
る
物
流
セ
ン
タ
ー
が
Ｖ
Ｄ
Ｃ

で
、
同
セ
ン
タ
ー
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
ご
と
に

設
置
し
、
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
の
デ
ィ
ー

ラ
ー
へ
の
納
車
を
目
指
す
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
は
顧
客
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
要

請
に
応
え
て
、
あ
る
い
は
需
要
を
先
取
り
し
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
自
動
車
物
流
事
業
の
拠
点

を
各
地
に
置
い
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
「
点
か

府
が
進
め
る
港
湾
拡
張
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参

画
す
る
ほ
か
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
組
ん
で
2

月
か
ら
小
型
自
動
車
船
に
よ
る
国
内
海
上
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
自
動
車
輸

出
入
の
増
加
と
、
販
売
市
場
が
地
方
に
も
拡

大
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
群
島
国
家
の
同
国
で

は
国
内
海
上
輸
送
が
増
加
す
る
見
通
し
で
、

そ
れ
を
見
越
し
た
対
応
で
す
。

輸
送
事
業
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
Ｐ

Ｄ
Ｉ
・
Ｖ
Ｄ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
も
ア
ジ
ア
を

中
心
に
拡
大
し
て
い
て
、
現
在
、
中
国
、
台
湾
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、ベ
ル

ギ
ー
、
豪
州
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
顧
客
の
自

自
動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
開
発
に
つ
い
て
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
環
境
負
荷

の
小
さ
い
輸
送
手
段
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
伴

う
イ
ン
ド
国
内
で
の
専
用
ワ
ゴ
ン
使
用
に
よ
る

鉄
道
内
陸
輸
送
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

次
の
成
長
市
場
と
し
て
最
も
注
目
し
て
い

る
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
同
国
の
新
車
販
売
台

数
は
2
0
1
1
年
に
約
90
万
台
で
、
こ
の
う

ち
輸
出
は
約
15
万
台
と
タ
イ
な
ど
に
比
べ
る

と
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
で
す
が
、
非
常
に
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
、日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

も
相
次
い
で
同
国
で
の
増
産
計
画
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
日
本
郵
船
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
」
の
方
針
の
下
、
拠
点
と

拠
点
を
海
上
輸
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
結
ぶ
と
と

も
に
、
よ
り
幅
広
い
お
客
様
の
自
動
車
物
流
業

務
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

タ
イ
な
ど
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ほ
ぼ
完
成

し
た
地
域
で
は
、
工
場
か
ら
デ
ィ
ー
ラ
ー
ま
で

の
す
べ
て
の
物
流
を
当
社
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し

て
行
え
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一貫
物
流
の
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
丸
ご
と
セ
ッ
ト

で
売
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
日
本
郵
船
で
は
行

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
商
品
の
メ
ニュ
ー
を
豊
富
に

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ

と
ど
れ
を
使
う
か
は
あ
く
ま
で
お
客
様
の
自

由
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
躍
動
す
る
世
界

の
自
動
車
市
場
に
柔
軟
に
対
応
し
つつ
、
高
品

質
か
つ
幅
広
い
選
択
肢
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニュ
ー
の

充
実
に
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

拠

点

間

を

つ

な

ぎ
、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

構

築

モノ運び最前線 ● 自動車をプラスアルファで運ぶ

自動車物流センター（VDC）では、自
動車を一時保管。ディーラーの要請
に応じて配送する

上・下／陸上輸送に使うトレーラー

■ 工場からディーラーまでの各種サービスを取りそろえる

生産地

現地
ディーラー

現地工場

消費地

アジア
自動車船ターミナル・PDI

中　国

タ　イ

マレーシア

フィリピン

インドネシア

インド

日　本

欧　米

日　本

アジア

欧　米

専用ワゴンによる完成車鉄道輸送
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PERSON@NYK ● I Cタグ開発者

小
売
な
ど
の
流
通
現
場
で
利
用
が
拡
大
す

る
Ｉ
Ｃ
タ
グ
。
日
本
郵
船
の
中
期
経
営
計
画
の

重
点
戦
略
で
あ
る
自
動
車
物
流
に
も
、
Ｉ
Ｃ
タ

グ
を
利
用
し
た
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
「（
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
は
）お
客
様
の
求

め
に
応
じ
た
利
用
価
値
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す

の
は
、
自
動
車
物
流
グ
ル
ー
プ
の
石
澤
直
孝
さ

ん
で
す
。

工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
た
車
は
船
積
み
前
に
自

動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
駐
車
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
バ
ー

コ
ー
ド
を
使
っ
て
車
の
情
報
を
作
業
員
が
1
台

1
台
読
み
取
っ
て
い
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
の
代
わ
り
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
車
に
取

り
付
け
れ
ば
、
電
波
を
使
っ
て
自
動
的
か
つ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
車
種
や
輸
送
先
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
駐

車
位
置
情
報
を
得
ら
れ
る
の
で
、
作
業
員
に
よ

る
読
み
取
り
作
業
が
不
要
と
な
り
、
ま
た
荷
役

の
効
率
化
も
図
れ
、
自
動
車
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

で
輸
送
先
の
変
更
な
ど
、
よ
り
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
対
応
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

日
本
郵
船
で
は
グ
ル
ー
プ
技
術
力
強
化
の
た

め
、
2
0
0
4
年
に
㈱
Ｍ
Ｔ
Ｉ
を
設
立
、
石
澤

さ
ん
は
㈱
Ｍ
Ｔ
Ｉ
に
出
向
し
、
日
本
郵
船
の
国

際
物
流
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
技
術
を
活
用
で
き
な
い

か
考
察
、
ま
た
国
際
標
準
規
格
団
体
の
活
動
に

も
参
画
し
て
き
ま
し
た
。
「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
利
用

は
、
電
波
障
害
や
使
い
勝
手
な
ど
設
計
上
で
は

見
え
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
、
そ
の
一

つ
一
つ
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
」
。

現
在
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
お
り
、
日
本
や
欧
州
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

さまざまな形のＩＣタグ

●車両確認作業に手間と
時間がかかる

●膨大な紙伝票を使用。環
境負荷が高い

●輸送中に仕向地、客先等
を効率よく変更できる

●作業中に、追加・変更情
報を作業者に指示できる

●伝票の貼り替え、棚卸等
の工数が大幅に削減でき
る

●個別車両確認が省力化で
きる

従来

ICタグ利用 ２年かけて実証実験も行った

PERSON@NYK

石澤直孝さん
自動車物流グループ
RFIDソリューションチーム チーム長

── I Cタグ開発者

Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
自
動
車
輸
送
を
効
率
化

ICタグ利用のイメージ
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SAFETY & ECO ● 邦船社初のＣＯ２算出システム SAFETY & ECO

　この貨物を輸送するときに二酸化炭素（CO2）の排出量はどの
くらいかかるのか——。こうした問い合わせは年々増えてきてい

ます。日本郵船グループは、これをオンライン上で簡単に確認
できるシステムを開発し、 公開しています。

邦船社初のＣＯ 2 算出システム

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま

で
、
貨
物
輸
送
中
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

や
環
境
負
荷
デ
ー
タ
の
照
会
に
つ
い

て
は
、
顧
客
単
位
で
個
別
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
界
的
な
環
境
意
識

の
高
ま
り
や
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
表
す

「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト（
Ｃ
Ｆ

Ｐ
）※
」
の
考
え
方
の
広
が
り
な
ど

を
受
け
て
、
実
際
に
排
出
量
を
概

算
で
き
る
ツ
ー
ル
を
開
発
し
ま
し

た
。 輸

送
中
の
排
出
量
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認

こ
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
算
出
シ
ス
テ

ム
「N

Y
K

 G
R

O
U

P
 C

O
2 

e-calculator

」（http://w
w

w
.

nykgroup-e-calculator.com

）

は
、
日
本
の
海
運
会
社
で
初
め
て

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
当
社

お
よ
び
Ｎ
Ｙ
Ｋ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ 

Ｌ
ｉｎｅ

（株）
、
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

（株）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
公
開

し
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
船
貨
物
は
も
ち
ろ
ん
、

国
際
航
空
貨
物
に
も
対
応
し
て
お

り
、
貨
物
の
積
み
地
か
ら
到
着
地

ま
で
の
貨
物
輸
送
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
を
算
出
で
き
ま
す
。
受
け
地

と
渡
し
地
の
ト
ラ
ッ
ク
や
鉄
道
（
中

国
と
北
米
地
域
の
み
）
に
よ
る
内

陸
輸
送
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

算
出
結
果
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

同
シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
の
良
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
テ
ナ
船

貨
物
も
し
く
は
国
際
航
空
貨
物
の

ど
ち
ら
か
の
輸
送
モ
ー
ド
を
選
択

し
た
後
、
積
み
地
、
到
着
地
、
貨

物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
設
定
す
る
だ
け

NYK GROUP CO2 e-calculator

で
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
合
計
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
算
出
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
認
証
・

検
証
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
独
立

系
の
Ｌ
Ｒ
Ｑ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
っ
て
、

シ
ス
テ
ム
構
築
の
正
確
さ
を
確
認

す
る
第
三
者
検
証
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

※
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

製
品
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
廃
棄
さ
れ

る
ま
で
、
そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
表

し
た
も
の
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■  シャトルタンカー事業で3隻の定期傭船契約締結
　クヌッツェン・エヌワイケイ・オフショア・タンカーズ社（Knutsen NYK 
Offshore Tankers AS、当社50％出資）では、新たにシャトルタンカー3隻、
それぞれ10年の定期傭船契約を締結しました。2011年10月にイタリア
の半国営石油・ガス会社Ente Nazionale Idrocarburi S.p.Aと締結した２
隻は2013年から、12月にエクソンモービル子会社Standard Marine 
Tonsberg ASと締結した１隻は2014年からの契約となります。3隻のシャ
トルタンカーは、北海海域で産出される原油輸送に投入する予定です。

（2011年12月）

■  当社出資の大水深掘削船が竣工
　ブラジル沖プレソルト層（約3,000m）の掘削に投入する大水深掘削船
（ドリルシップ）「ETESCO TAKATSUGU J」が、昨年12月に竣工しまし
た。同船は当社が国内外5社と共同出資するEtesco Drilling Services
社が保有し、ブラジル国営石油Petrobras社が運航します。このドリルシ
ップ事業は、当社グループがこれまで科学掘削船「ちきゅう」の運航受託な
どノウハウを蓄積してきた分野であり、中期経営計画の“技術力を活かして
より高度なエネルギー輸送に対応する”という重点戦略にも当たる事業で
す。（2011年12月）

■  タイ洪水の被災地支援、 生理食塩水など無償輸送
　当社グループは、タイで昨年発生した洪水の被災地支援として海上無償
輸送協力を行うとともに義援金として総額300万バーツ相当（約750万円）
を届けました。飲料水や生理食塩水などの救援物資合計33TEU（20フィー
トコンテナ33本分）は、当社グループのコンテナ船で輸送され、12月から1月
にタイ政府などを通じ被災地に順次届けられました。12月28日にタイ保健省
で行われた生理食塩水の寄贈式典には、小島誠二タイ王国駐箚特命全権
大使、物資提供企業の代表者とともに、NYK （Thailand）社社長の佐藤
実も出席しました。（2012年1月）

■  星港で「環境宣言」署名／タンカーはグリーン・シップ認定
　シンガポールに本社を置く当社グループ会社の
NYK Group South Asia社とNYK Bulkship 
（Asia） 社は、環境負荷低減の取り組みへの参
画を宣言する、シンガポール海事港湾庁の環境
宣言「Maritime Singapore Green Pledge」に署名しました。1月12日
に主な海事機関・企業15社が参加して署名セレモニーが開催されました。
同セレモニーでは、NYK Bulkship （Asia） 社保有の石油製品タンカー3
隻がシンガポール海事港湾庁のグリーン・シップ・プログラムで、優れたエネ
ルギー効率設計指標（EEDI）を持つ船として認定され、認定証の授与があ
わせて行われました。アジア船社では初の認定となります。（2012年1月）

TOPICS & NEWS

● 2011 年 10 月〜 2012 年 3 月 ●

■  G6アライアンス設立、 3月から欧州航路協調を開始
　当社の所属する定期コンテナ船共同運航組織「グランドアライアンス」3
社と、商船三井（株）などが所属する「ザ・ニューワールドアライアンス」3
社の合計6社は、アジア／欧州航路で新アライアンス「G6アライアンス」
を設立し、3月より共同運航を開始しました。提供するサービスは「Loop1」
〜「Loop7」と「EUM」「ABX」の9サービスを予定。アジア、欧州、地
中海地域の40港以上をカバーし、その寄港頻度を向上させた高品質サー
ビスで、顧客ニーズにより迅速に対応することを目指します。（2012年2月）

■  震災後初、石炭専用船が福島・相馬港5号埠頭に入港
　当社運航の石炭専用船8万7千トン型
「SHIRAKUMO」が、東日本大震災後初めて、
福島県の相馬港5号埠頭に入港しました。本
船は、豪州ニューキャッスル港から相馬共同火
力発電・新地発電所向けに石炭6万3千トン
を輸送するとともに、ニューキャッスル港の石炭
輸出業関係者や住民から寄せられた激励の寄せ書きも同火力発電へ届け
ました。当社は今後も安定的な石炭輸送によって被災地の復興とエネルギ
ーの安定供給に貢献していきます。（2012年2月）

■  全コンテナ船に海上ブロードバンド通信装置を導入へ
　当社は、コンテナ船全船に海上ブロードバンド通信装置を順次導入するこ
とを決定しました。同装置の導入は、当社がコンテナ船で進める最適経済運
航プロジェクト「IBIS（INNOVATIVE BUNKER&IDLE-TIME SAVING）
プロジェクト」で、船陸間通信のリアルタイム化・大容量化が可能となるため、
海上で詳細な気象情報・海流予測情報の入手や陸上での運航状況のモニ
タリング強化などで、船陸間の情報共有・意志疎通の迅速化により、航海中
のCO2削減に寄与します。今後、自動車船、バルカー、タンカー、LNG船など
にも導入を拡大していきます。（2012年3月）

■  豪州イクシスLNGプロジェクト向けモジュール輸送成約
　当社グループの日之出郵船（株）は、イクシスLNG（液化天然ガス）プロ
ジェクト向けのプラントモジュール貨物の海上輸送を成約しました。豪州の
同プロジェクトは、2014年第1四半期からの輸送を見込んでおり、西豪
州の沖合のガス田から産出したガスを海底パイプラインを経由して同国北
部の陸上基地で液化し、年間840万トンのLNG、年間160万トンのLPG
（液化石油ガス）、日量10万バレル（ピーク時）のコンデンセートを生産・出
荷する大規模プロジェクトです。豪州へのモジュール貨物海上輸送は非常
に高レベルの環境保護対策と安全性が要求されますが、成約に当たって
は、日之出郵船（株）のモジュール輸送の知見と環境問題及び安全性へ
の取り組みが高く評価されたものと考えています。（2012年3月）

TOPICS & NEWS ● 2011年 10月〜2012年 3月
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London

ロンドン
イギリス

【 アライアンス 】 〈あらいあんす〉	 蛔14ページ

複数の外航コンテナ船社による国際提携の枠組みのこと。世界的な
定期航路の維持には大規模な投資が必要なため、複数船社が共同
運航することで、幅広いサービス網をより効率的に維持・運営すること
が可能となる。グランドアライアンスやザ・ニューワールドアライアンス
のほかにも国際的なアライアンスがいくつかある。

【 自動車船ターミナル 】 〈じどうしゃせんたーみなる〉	 蛔3ページ

自動車を船積みする専用の港湾。自動車を一時蔵置するヤード（駐車
スペース）のほか、PDI（Pre-Delivery Inspection）と呼ばれる納車前
の点検や整備を行うセンターを備えた港湾もある。自動車の船積みは、
ドライバーが運転してランプウェイから船内に走りこんで船内に並べてい
くロール・オン・ロール・オフ（自走式荷役）という方法で船積みする。

【 船陸間通信 】 〈せんりくかんつうしん〉	  蛔14ページ

世界を航行する船舶と船会社の本社など陸上との間で衛星を介して情
報のやり取りをする通信。船はテレックスやファクスなどの端末にメッセー
ジを送受信できる法定の「インマルサットC」設備に加え、他の通信シ
ステムを追加搭載しているのが一般的だが、やりとりできる情報は限定
的だった。通信の高速化、大容量化で船陸間も陸上の通信に近づい
てきた。

【 バルチック海運取引所 】 〈ばるちっくかいうんとりひきじょ〉	蛔16ページ

1700年代にロンドンに設立された世界最古の海運取引所。船主や
商人がコーヒーハウスに集まり、船の貸し借りなど海運の商談をするよ
うになったのがその起こりと言われている。同取引所は毎営業日にBDI
（Baltic Dry Index、バルチック海運指数）など運賃・傭船料の指数
を公表しており、 世界中の海運関係者が参考にしている。

【 リーファーコンテナ 】 〈りーふぁーこんてな〉	  蛔裏表紙

プラスマイナス25度の範囲で温度調節が可能なコンテナ。生鮮食品
のほか、フィルムなど一定の温度管理が必要な貨物の輸送に使われ
る。つくりとしては、内面に防熱が施されているバンと、心臓・頭脳部
分となる冷凍ユニット（冷凍機）から成り立つ。冷凍ユニットは電源に
よって貨物の温度を保つ。陸上輸送中は発動機付き専用シャーシか
ら、コンテナヤードでは陸上電源から、海上では船内電源からそれぞれ
通電する。冷凍ユニットは定期検査で、特に厳重な検査・点検が行
われている。日本郵船は震災で被害を受けた三陸海岸地方の漁業再
開支援のため、臨時の冷凍・冷蔵庫として同コンテナ100本を提供
している。

海事用語 
AtoZ

6月にエリザベス女王陛下在位60周年、7月には史上最多の
3回目のオリンピック開催と、今年は催し物の続くロンドン。“世界
の金融センター”とも呼ばれるロンドンに
は、海運業界の代表的指数を提供する
バルチック海運取引所があります。船主
や商人らが商談のため集まっていたコー
ヒーショップがその起源として知られてい
ます。

この街には日本郵船のLNG輸送や
金融などの子会社があり、 「NYK 
Group Europe Ltd.」は欧州エリアの
定期船事業や自動車船部門を管掌し、
グループ全体の統轄をしています。 NYK Group Europe Ltd.が

入るオフィスビル

市内を走るロンドンバス
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飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
の
中
で
も
高
い
人
気
を

誇
る
海
外
ク
ル
ー
ズ
。
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
の

寄
港
地
へ
、
皆
様
を
お
連
れ
し
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
は
「
ア
ジ
ア
・
オ
ー
タ
ム
ク
ル

ー
ズ
」。
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
、
香
港
な
ど
26

日
間
の
ク
ル
ー
ズ
で
魅
力
的
な
寄
港
地
の

数
々
を
め
ぐ
り
ま
す
。
日
帰
り
の
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
宿
泊
を
含
む
ラ

ン
ド
ツ
ア
ー
で
は
、
世
界
遺
産
の
ア
ン
コ
ー

ル
・
ワ
ッ
ト
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
を
訪

ね
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
は
「
オ
セ
ア
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ズ
」。
真
冬
の
日
本
を
抜
け
出
し
て
、

暖
か
な
南
太
平
洋
へ
。
今
回
は
お
一
人
様

５
万
円
分
の
船
上
ク
ー
ポ
ン
を
進
呈
。

　

未
知
の
世
界
が
広
が
る
飛
鳥
Ⅱ
の
海
外

ク
ル
ー
ズ
を
、
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

ベストシーズンに旅する
飛鳥Ⅱの海外クルーズ

CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報

お問い合わせ 郵船クルーズ
TEL 045-640-5301  FAX 045-640-5366
http://www.asukacruise.co.jp/

ニュージーランドのフィヨルドを航行する飛鳥Ⅱ

OP ＝ オプショナルツアー　各寄港地の、半日または1日観光ツアーです。

N ＝ オーバーナイトステイ　1泊停泊しますので、寄港地の魅力をたっぷりお楽しみいただけます。

初 ＝ 初寄港　飛鳥Ⅱ初寄港です。

※客室をお二人で利用の場合のお一人の代金
※早期申込割引旅行代金は2012年9月30日（日）までにお申し込みの場合に適用となります。
※早期申込割引適用の場合、株主優待割引はご利用いただけません。ご了承ください。

〈早期申込割引旅行代金〉	 1,550,000円〜8,800,000円
〈通常旅行代金〉	 1,720,000円〜9,770,000円

※ハロン湾では、オプショナルツアーにご参加の方以外は上陸いたしません。

〈Aコース〉	 925,000円〜5,000,000円
〈Bコース〉	 850,000円〜4,600,000円

月日 （曜日） 寄港地 国名 コース

11月18日 日 横浜 日本
11月19日 月 神戸 日本
11月22日 木 基隆 台湾 OP
11月25日 日 ハロン湾 （※） ベトナム OP
11月27日 火 ダナン ベトナム OP
11月29日 木 ホーチミン ベトナム OP N11月30日 金
12月 3日 月 レムチャバン タイ OP
12月 8日 土 香港 中国 OP
12月12日 水 神戸 日本
12月13日 木 横浜 日本

月日 （曜日） 寄港地 国名 コース

1月31日 木 神戸 日本
2月 1日 金 横浜 日本
2月 5日 火 サイパン 北マリアナ諸島 OP
2月 9日 土 ラバウル パプアニューギニア 初 OP
2月12日 火 ケアンズ オーストラリア OP
2月15日 金 ブリスベン オーストラリア OP
2月17日 日 シドニー オーストラリア OP
2月20日 水 フィヨルド通航 ニュージーランド
2月22日 金 ピクトン ニュージーランド OP
2月24日 日 オークランド ニュージーランド OP
2月27日 水 ヌーメア ニューカレドニア OP
3月 6日 水 パラオ パラオ共和国 OP N3月 7日 木
3月12日 火 神戸 日本
3月13日 水 横浜 日本

飛鳥Ⅱ 2012年 アジア ・ オータムクルーズ

飛鳥Ⅱ 2013年 オセアニアグランドクルーズ

Aコース  〈横浜発着〉2012年 11月18日（日）〜12月13日（木）25泊26日

Bコース  〈神戸発着〉2012年 11月19日（月）〜12月12日（水）23泊24日

Aコース  〈神戸発着〉2013年 1月31日（木）〜3月12日（火）40泊41日

Bコース  〈横浜発着〉2013年 2月  1日（金）〜3月13日（水）40泊41日
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香港の夜景バンコクのワット・プラケオアンコール・ワット

18  NYKplus 2012   Spring 2012   Spring NYKplus  17




